
令和３年度

菊陽町下水道事業会計補正予算書（第１号）

熊本県菊池郡菊陽町





  （総　　則）
第　１　条　　令和３年度菊陽町下水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。

  （収益的収入及び支出の補正）
第　２　条　　令和３年度菊陽町下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を
　次のとおり補正する。

（科　　　目）

　第　１　款 事業収益 千円 千円 千円
　　第　１　項 　営業収益 千円 千円 千円
　　第　２　項 　営業外収益 千円 千円 千円
　　第　３　項 　特別利益 千円 千円 千円

　第　１　款 事業費用 千円 千円 千円
　　第　１　項 　営業費用 千円 千円 千円
　　第　２　項 　営業外費用 千円 千円 千円
　　第　４　項 　予備費 千円 千円 千円

令和３年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第１号）

（既決予定額） （補正予定額） （計）

収　　　入

１,３８６,５８７ １,０５６ １,３８７,６４３
９８０,８９１ ９８０,８９１
３９８,７３７ １,０５６ ３９９,７９３

６,９５９ ６,９５９

支　　　出

１,３７２,６０８ △１４,０１７ １,３５８,５９１
１,２２７,６４２ △１４,０１７ １,２１３,６２５

１３４,９６６ １３４,９６６
１０,０００ １０,０００
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  （資本的収入及び支出の補正）

（科　　　目）

　第　１　款 資本的収入 千円 千円 千円
　　第　１　項 　企業債 千円 千円 千円
　　第　２　項 　出資金 千円 千円 千円
　　第　３　項 　負担金 千円 千円 千円
　　第　４　項 　補助金 千円 千円 千円
　　第　５　項 　交付金 千円 千円 千円
　　第　７　項 　その他資本的収入 千円 千円 千円

　第　１　款 資本的支出 千円 千円 千円
　　第　１　項 　建設改良費 千円 千円 千円
　　第　２　項 　企業債償還金 千円 千円 千円
　　第　３　項 　投資 千円 千円 千円
　　第　４　項 　予備費 千円 千円 千円

（既決予定額） （補正予定額） （計）

収　　　入

５５３,００７ １,０９２,４３４ １,６４５,４４１
３１８,１００ １,０５７,９００ １,３７６,０００
１０９,２９１ ２,５３９ １１１,８３０

５８,００７ ３,０００ ６１,００７
１０,７５６ ２８,９９５ ３９,７５１
５６,０００ ５６,０００

８５３ ８５３

支　　　出

９０４,６１１ １,１３０,４９８ ２,０３５,１０９
３２４,６４８ １,１２７,９５９ １,４５２,６０７
５７７,７４５ ２,５３９ ５８０,２８４

１８ １８
２,２００ ２,２００

第　３　条　　予算第４条本文括弧書中「資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額３５１，６０４千円は、過年度分損益
　勘定留保資金１，７９２千円、当年度分損益勘定留保資金３２４，２１６千円、減債積立金８，１３７千円及び当年度分消費税
　及び地方消費税資本的収支調整額１７，４５９千円で補填するものとする。」を「資本的収入額が資本的支出額に対して不足す
　る額３８９，６６８千円は、過年度分損益勘定留保資金１，７９２千円、当年度分損益勘定留保資金３２５，６９４千円、減債
　積立金３６，０６１千円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２６，１２１千円で補填するものとする。」に改
　め、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

- 2 -



  （企業債の補正）

  （他会計からの補助金の補正）
第  ５  条　　予算第９条中「４２，５１９千円」を「７１，５４７千円」に改める。　　

令和３年９月３日提出

菊陽町長 後　藤　三　雄

第　４　条　　予算第５条に定めた企業債の限度額を次のとおり補正する。

起債の目的
補正前 補正後

限度額（千円） 起債の方法 利率 償還の方法 限度額（千円） 起債の方法 利率 償還の方法

計 318,100 1,376,000

補正前に
同じ

補正前に
同じ

補正前に
同じ

４０年以内（据置期
間５年以内　半年賦
元利均等償還又は半
年賦元金均等償還）
ただし、企業財政そ
の他の都合により、
据置期間及び償還期
間を短縮し、又は繰
上償還若しくは、低
利債に借り換えるこ
とができる。

流域関連公共下水
道事業分

184,200 1,242,100
証書借入

又は
証券発行

５％以内
（ただし、利率見直
し方式で借り入れる
政府資金及び地方公
共団体金融機構資金
について、利率の見
直しを行なった後に
おいては当該見直し
後の利率）
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付　　属　　書　　類

- 5 -



収　　入 （単位：千円）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計 備　　考

1 事業収益 1,386,587 1,056 1,387,643

１．営業収益 980,891 980,891

１．下水道使用料 848,016 848,016

２．他会計負担金 125,670 125,670

４．その他営業収益 7,205 7,205

２．営業外収益 398,737 1,056 399,793

１．受取利息及び配当金 18 18

２．他会計補助金 31,763 33 31,796 一般会計繰入金

４．長期前受金戻入 366,851 1,023 367,874 長期前受金収益化額

６．雑　収　益 105 105

３．特別利益 6,959 6,959

３．その他特別利益 6,959 6,959

1,386,587 1,056 1,387,643

令和３年度　菊陽町下水道事業会計補正予算実施計画

収益的収入及び支出

収　入　合　計
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支　　出 （単位：千円）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計 備　　考

1 事業費用 1,372,608 △ 14,017 1,358,591

１．営業費用 1,227,642 △ 14,017 1,213,625

１．管渠費 424,699 △ 16,518 408,181
修繕費　5,135
熊本北部流域下水道維持管理負担金　△21,653

２．ポンプ場費 16,373 16,373

３．セミコンテクノパーク
　　維持管理費

21,490 21,490

４．処理場費 9,425 9,425

５．総係費 62,796 62,796

６．減価償却費 692,859 2,498 695,357 固定資産減価償却費

７．資産減耗費 3 3 固定資産除却費

２．営業外費用 134,966 134,966

１．支払利息 118,966 118,966

３．消費税及び地方消費税 15,500 15,500

４．雑支出 500 500

４．予備費 10,000 10,000

１．予  備  費 10,000 10,000

1,372,608 △ 14,017 1,358,591支　出　合　計
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収　　入 （単位：千円）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計 備　　考

１資本的収入 553,007 1,092,434 1,645,441

１．企業債 318,100 1,057,900 1,376,000

１．企業債 318,100 1,057,900 1,376,000 公共下水道事業債

２．出資金 109,291 2,539 111,830

１．出資金 109,291 2,539 111,830 一般会計出資金（繰入基準内企業債償還元金）

３．負担金 58,007 3,000 61,007

２．受益者負担金 25,690 3,000 28,690 農業集落排水事業受益者分担金

３．工事負担金 32,317 32,317

４．補助金 10,756 28,995 39,751

３．他会計補助金 10,756 28,995 39,751 一般会計繰入金

５．交付金 56,000 56,000

１．交付金 56,000 56,000

７．その他資本的 853 853

　　収入 １．その他資本的収入 853 853

553,007 1,092,434 1,645,441

資本的収入及び支出

収　入　合　計
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支　　出 （単位：千円）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計 備　　考

１資本的支出 904,611 1,130,498 2,035,109

１．建設改良費 324,648 1,127,959 1,452,607

１．施設費 324,648 1,127,959 1,452,607
公共下水道事業　1,095,955
農業集落排水事業　 32,004

２．企業債償還金 577,745 2,539 580,284

１．企業債償還金 577,745 2,539 580,284 公共下水道事業

３．投資 18 18

１．投資 18 18

４．予備費 2,200 2,200

１．予備費 2,200 2,200

904,611 1,130,498 2,035,109支　出　合　計
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（単位：円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

　　　当期純利益 17,361,587

　　　固定資産減価償却費 695,357,000

　　　賞与･法定福利費引当金増減額（△は減少） 63,470

　　　長期前受金戻入 △ 367,874,000

　　　受取利息及び受取配当金 △ 18,000

　　　支払利息 118,966,000

　　　未収金の増減額（△は増加） △ 51,050,909

　　　未払金増減額（△は減少） 1,387,067

　　　その他 △ 16,099,612

　　　　　小計 398,092,603

　　　利息及び配当金の受取額 18,000

　　　利息の支払額 △ 118,966,000

　　業務活動によるキャッシュ・フロー 279,144,603

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　有形固定資産の取得による支出（建設改良費） △ 1,560,832,680

　　　無形固定資産の取得による支出（建設改良費） △ 22,333,636

　　　交付金による収入 85,365,000

　　　受益者負担金・分担金による収入 28,201,400

　　　他会計補助金による収入 39,751,000

　　　他団体負担金による収入 32,317,000

　　　その他資本的収入 853,000

　　　基金積立 △ 18,000

　　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,396,696,916

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　企業債の発行による収入 1,474,300,000

　　　企業債の償還による支出 △ 580,282,573

　　　他会計出資金の受入 111,830,000

　　財務活動によるキャッシュ・フロー 1,005,847,427

４　資金増減額 △ 111,704,886

５　資金期首残高 272,654,493

６　資金期末残高 160,949,607

令和３年度予定キャッシュフロー計算書（間接法）
（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

-
 
1
0
 
-
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円 円 円 円

1 固定資産
(1) 有形固定資産

イ土地 1,691,973,211
ロ建物 145,593,061

減価償却累計額 75,538,766 70,054,295
ハ構築物 26,545,235,031

減価償却累計額 5,689,918,031 20,855,317,000
ニ機械及び装置 800,953,247

減価償却累計額 516,288,646 284,664,601
ホ車両運搬具 2,500,461

減価償却累計額 1,718,040 782,421
ヘ工具器具及び備品 2,328,473

減価償却累計額 2,146,796 181,677
ト建設仮勘定 207,894,263

有形固定資産合計 23,110,867,468
(2) 無形固定資産

イ施設利用権 659,206,325
無形固定資産合計 659,206,325

(3) 投資その他資産
イ基金 172,955,396

投資合計 172,955,396
固定資産合計 23,943,029,189

2 流動資産
(1) 現金預金

イ預金 160,949,607 160,949,607
(2) 未収金

イ営業未収金 80,197,107
ロ営業外未収金 90,027,954
ハその他未収金 602,760
ニ貸倒引当金 △ 874,302 169,953,519

(3) 貯蔵品 178,260 178,260
(4)その他流動資産 532,224 532,224

流動資産合計 331,613,610
資産合計 24,274,642,799

令和３年度菊陽町下水道事業予定貸借対照表
（令和４年３月３１日）

資　　産　　の　　部

-
 
1
2
 
-



円 円 円

3 固定負債
(1) 企業債

イ 7,854,231,767 7,854,231,767

固定負債合計 7,854,231,767

4 流動負債
(1) 一時借入金 0
(2) 企業債

イ 538,290,599 538,290,599

(3) 未払金
イ営業未払金 30,049,200
ロ営業外未払金 231,700
ハその他未払金 0 30,280,900

(4) 引当金
イ賞与引当金 3,688,000
ロ法定福利費引当金 776,000 4,464,000

(5) その他流動負債
イ預り金 17,422,640 17,422,640

流動負債合計 590,458,139

5 繰延収益
(1) 長期前受金 15,066,827,280
(2) 長期前受金収益化累計額 △ 3,611,205,810

繰延収益合計 11,455,621,470
負債合計 19,900,311,376

円 円 円

6 資本金
(1) 自己資本金

イ固有資本金 1,715,580,973
ロ繰入資本金 947,597,510
ハ組入資本金 543,247,831 3,206,426,314

資本金合計 3,206,426,314

7 剰余金
(1) 資本剰余金

イ国庫補助金 836,648,992
ロ受贈財産評価額 19,084,896

資本剰余金合計 855,733,888
(2) 利益剰余金

イ減債積立金 74,962,027
ロ利益積立金 0
ハ建設改良積立金 103,649,343
ニ当年度未処分利益剰余金 133,559,851

･その他未処分利益剰余金変動額 (36,061,000)
･繰越利益剰余金 (80,137,264)
･当年度純利益 (17,361,587)

利益剰余金合計 312,171,221
剰余金合計 1,167,905,109
資本合計 4,374,331,423
負債資本合計 24,274,642,799

資　　本　　の　　部

建設改良等の財源に
充てるための企業債

建設改良等の財源に
充てるための企業債

負　　債　　の　　部

-
 
1
3
 
-



１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）固定資産の減価償却方法
イ．有形固定資産

　・定額法

　・耐用年数
　　　建物　　　８～３７年
　　　構築物　　１０～５０年
　　　機械及び装置　　６～３５年
　　　車両運搬具　　４～６年
　　　工具器具及び備品　　４～８年

ロ．無形固定資産

　・定額法

　・耐用年数
　　　施設利用権　　　３５年

（２）引当金の計上基準
イ．貸倒引当金

ロ．退職給与引当金

ハ．賞与引当金及び法定福利費引当金

（３）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２．予定貸借対照表に関する注記

（１）企業債の償還に係る他会計の負担

３．セグメント情報に関する注記
（１）報告セグメントの概要

イ．報告セグメントの決定方法

　貸借対照表に計上されている企業債（１年以内に償還予定のものも含む）のうち「下水
道に対する繰出基準」に基づき、企業債の償還に要する資金の一部を一般会計が負担する
と見込まれる額は２，４５４，２２３千円である。

　　　菊陽町下水道事業は、公共下水道、農業集落排水事業の２事業を運営しており、各
　　事業毎に運営方針等を決定していることから「公共下水道事業」及び「農業集落排水
　　事業」の２つを報告セグメントとしている。

貸借対照表等に関する注記

　　債権の不納欠損による損失に備えるため、実績率等による回収不能見込額を計上して
　いる。

　  職員の退職手当は、一般会計がその全部を負担することになっているため、退職給与
　引当金は計上していない。

　　職員の期末手当・勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支出に備えるため、事
　業年度末における支給見込額に基づき、事業年度の負担に属する額を計上している。

-
 
1
4
 
-



ロ．各報告セグメントの事業内容は次のとおりである。

事業区分
公共下水道事業
農業集落排水事業

（２）各報告セグメントの営業収益等
イ． 令和３年度予定（令和３年４月１日～令和４年３月３１日）

（単位：円）

事業区分 公共下水道事業 農業集落排水事業 合計

営業収益 895,421,455 7,723,637 903,145,092

営業費用 1,137,676,623 31,990,538 1,169,667,161

営業損益 △ 242,255,168 △ 24,266,901 △ 266,522,069

経常損益 8,766,924 2,268,299 11,035,223

セグメント資産 23,517,883,305 756,759,494 24,274,642,799

セグメント負債 19,363,828,215 536,483,161 19,900,311,376

その他の項目

他会計繰入金 139,914,000 17,552,000 157,466,000

減価償却費 675,072,000 20,285,000 695,357,000

特別利益 6,326,364 0 6,326,364

特別損失 0 0 0

ロ．
（単位：円）

区分 公共下水道事業 農業集落排水事業 合計

当年度未処分利益剰余金 128,261,612 5,298,239 133,559,851

その他未処分利益剰余
金変動額 36,061,000 0 36,061,000

繰越利益剰余金 77,107,324 3,029,940 80,137,264

当年度純利益 15,093,288 2,268,299 17,361,587

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

1,552,980,862 30,185,454 1,583,166,316

令和３年度予定（令和４年３月３１日）

事業の内容
公共下水道事業の維持管理、汚水・雨水管渠の整備
農業集落排水事業の維持管理、汚水管渠の整備

-
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